
真

継

鋳

物

師

の

分

布

と

残

存

形

態

真継鋳物師の分布と残存形態

は

じ

め

に

一
問
題
の
所
在

二
真
継
鋳
物
師
に
つ
い
て

三
真
継
鋳
物
師
の
分
布

付
分
布
状
況

付
表
現
上
の
問
題

同
欠
如
地
域

四
一
近
江
辻
村
の
鋳
物
師

五
鋳
物
師
屋
敷
の
復
原

六
関
東
周
辺
の
真
継
鋳
物
師

七
現
在
の
鋳
物
工
業
地
域
と
真
継
鋳
物
師
の
残
存
地
区
と
の
対
比

ま

と

め

じ

r;t. 

め

Iこ
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板

倉

勝

品

世
界
各
地
の
工
業
地
域
は
、
原
則
的
に
は
農
業
社
会
の
或
程
度
の
成
熟
の
上
に
流
通
経
済
が
発
達
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
工
業
生
産
が
う
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な
が
さ
れ
て
、

工
業
地
域
の
展
開
を
み
る
に
い
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
後
進
地
域
の
工
業
化
は
、
進
一
歩
し
た
工
業
技
術

と
、
時
に
は
資
本
の
輸
入
に
よ
っ
て
の
み
可
能
な
も
の
で
は
な
く
、

一
つ
に
は
工
業
製
品
の
生
産
流
通
体
系
と
、
新
し
い
技
術
を
入
れ
る

に
た
る
だ
け
の
伝
統
在
来
工
業
の
技
術
力
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
本
の
繊
維
工
業
は
イ
ギ
リ
ス
の
綿
紡
績
の
技
術
に
よ

っ
て
近
代
工
業
化
の
途
に
つ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
す
で
に
広
汎
に
展
開
し
て
い
た
織
物
業
の
生
産
流
通
体
系
と
自
ら
の

力
で
ガ
ラ
紡
機
を
発
明
す
る
だ
け
の
蓄
積
さ
れ
た
技
術
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。

し
か
し
金
属
、
機
械
工
業
の
分
野
で
は
、
伝
統
・
在
来
工
業
か
ら
近
代
工
業
の
転
化
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
本
研
究
は
鋳
物
工

業
の
場
合
を
と
り
あ
げ
て
、
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
い
と
思
う
。

問

題

の

所

在

近
代
工
業
の
主
軸
が
機
械
工
業
に
あ
る
こ
と
を
疑
う
人
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
機
械
工
業
は
主
体
部
分
に
あ
た
る
企
画
、
設

計
、
組
立
な
ど
の
総
括
的
部
分
と
、
こ
れ
ら
の
組
立
て
の
素
材
で
あ
る
部
品
を
製
造
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
同
じ
企
業
内
で
は
行
わ
れ

ず
、
主
と
し
て
同
一
地
域
内
で
も
元
方
下
請
の
関
連
関
係
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
機
械
工
業
下
請
地

域
①
を
形
成
す
る
部
門
と
し
て
は
、

鋲
螺
、
鋳
物
、
ば
ね
、
熱
処
理
、
鍛
工
、
プ
レ
ス
、
塗
装
、
機
械
加
工
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ

の
中
で
直
接
前
代
か
ら
の
遺
産
が
問
題
と
な
り
う
る
も
の
は
鋳
物
と
鍛
工
で
あ
る
o

私
は
か
ね
て
か
ら
近
代
工
業
地
域
の
母
胎
と
し
て
の

鋳
物
産
地
(
鋳
物
工
業
地
区
)
が
ど
こ
に
あ
り
、
そ
れ
ら
が
現
代
の
鋳
物
工
業
地
区
に
ど
の
よ
う
に
引
き
つ
が
れ
て
い
る
の
か
、

、
:
、

し中
L
L

の
か
を
た
し
か
め
て
、
機
械
工
業
地
域
形
成
の
た
め
に
伝
統
・
在
来
工
業
の
果
し
た
役
割
を
考
察
す
る
第
一
歩
と
し
た
い
と
考
え
て
い

た。



と
こ
ろ
が
五
年
程
前
に
、
中
居
と
高
岡
の
鋳
物
業
を
研
究
し
た
と
き
@
に
、

中
世
・
近
世
を
通
じ
て
諸
国
の
鋳
物
師
を
差
配
し
た
と
い

う
京
都
の
真
継
家
が
出
し
た
「
鋳
物
師
職
座
法
之
提
」
な
ど
、
そ
れ
を
示
す
一
連
の
文
書
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
真
継
家
に
つ
い
て
は

豊
田
武
@
、

香
取
秀
真
@
ら
が
と
り
あ
げ
、

各
地
の
研
究
家
@
も
そ
れ
ぞ
れ
残
存
の
文
書
を
か
か
げ
て
、
説
明
を
し
て
い
る
。

私
は
真
継
鋳
物
師
の
分
布
を
知
れ
ば
、
古
い
鋳
物
地
域
を
確
め
う
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
真
継
鋳
物
師
の
名
簿
を
求
め
、
こ
れ
か
ら

止
日
の
鋳
物
工
業
地
区
を
検
出
し
、
現
代
の
鋳
物
工
業
地
域
と
対
照
し
、
こ
れ
ら
の
系
譜
を
た
し
か
め
て
、
現
代
の
機
械
工
業
地
域
と
の
関

連
を
考
え
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
o

真
継
鋳
物
師
に
つ
い
て

諸
国
の
鋳
物
師
の
多
く
が
、
諸
役
免
除
、
諸
国
往
来
、

一
国
一
郡
の
独
占
を
み
と
め
た
蔵
人
所
牒
な
ど
の
贋
文
書
を
持
ち
、
禁
裡
御
鋳

真継鋳物師の分布と残存形態

物
師
、
あ
る
い
は
御
鋳
物
師
と
称
し
て
明
治
ま
で
菊
の
御
紋
章
を
か
か
げ
て
い
た
こ
と
は
柳
田
国
男
@
が
ま
ず
指
摘
し
て
い
る
。

」
の
贋

文
書
と
い
う
の
は
一
連
の
書
類
を
京
都
真
継
家
が
代
替
り
毎
に
各
地
の
鋳
物
師
か
ら
呈
出
さ
せ
て
、
そ
の
度
に
書
替
を
し
て
渡
し
て
い
た

の
で
地
方
文
書
に
あ
る
も
の
は
正
確
に
は
贋
文
書
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
o

な
ぜ
真
継
家
が
こ
の
よ
う
な
贋
文
書
を
つ
く
り
あ
げ
、

こ
れ
を
基

礎
に
諸
国
の
鋳
物
師
を
形
式
的
に
で
も
差
配
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
点
は
興
味
深
い
が
、
本
稿
で
は
深
く
は
た
ち
い
ら
ず
、
前

に
の
ベ
た
目
的
に
必
要
な
程
度
だ
け
真
継
家
の
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

鋳
物
師
の
多
く
が
持
っ
て
い
る
真
継
家
の
文
書
は
、

鋳
物
師
職
座
法
錠

天
正
四
年
三
五
七
六
)

1 

95 

蔵
人
所
牒
仁
安
二
年
(
一
一
六
七
)
天
福
元
年
(
一
二
三
一
二
)
暦
応
五
年
(
一
三
四
二
)
な
ど

2 
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5 

鋳
物
師
由
緒
、
年
代
な
し

4 

継
目
許
状
(
各
鋳
物
師
継
目
の
許
可
状
)

の
四
種
類
が
基
本
的
な
も
の
で
、

特
に
贋
文
書
だ
と
さ
れ
る
の
は

2
の
蔵
人
所
牒
⑦

真継家台帳のうち旧い方の「能登中居の条」

の
写
で
あ
る
o

鋳
物
師
由
緒
@
に
は
河
内
国
日
置
荘
の
鋳
物
師
が
勅
許
鋳
物
師
と
し

て
諸
国
に
散
在
し
、
そ
の
末
孫
に
鋳
物
業
、
が
み
と
め
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
、
こ
れ
を

基
盤
に
し
て
真
継
家
は
中
世
近
世
を
通
じ
て
、
鋳
物
師
の
掌
握
に
つ
と
め
、
天
正
四

年
に
は
「
鋳
物
師
職
座
法
之
提
」
を
示
し
得
る
程
の
力
を
持
つ
に
い
た
っ
た
ら
し

し、
O 

宮
下
史
明
⑨
は

「
真
継
家
が
鋳
物
師
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
応
永
二

O

年
(
一
四
ご
一
)
に
北
陸
の
鋳
物
師
の
た
め
に
課
役
免
除
の
運
動
を
し
た
こ
と
か
ら
で

あ
る
」
と
記
し
て
い
る
@
が
、
そ
の
根
拠
史
料
は
示
し
て
い
な
い
。
香
取
秀
真
も
「
或

一
部
の
鋳
物
師
た
の
め
に
御
蔵
定
弘
と
い
う
者
が
応
永
廿
年
に
課
役
免
除
の
運
動
を

し
た
こ
と
が
あ
っ
て
以
来
の
縁
故
で
あ
る
ら
し
い
。
」
と
し
て
い
る
が
そ
の
出
典
は

写真 1

不
明
で
あ
る
。
と
も
か
く
室
町
中
期
頃
か
ら
真
継
家
と
鋳
物
師
と
の
聞
に
特
別
な
関

係
を
生
じ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

真
継
家
は
紀
氏
で
あ
り
蔵
人
所
小
舎
家
四
家
の
一
家
で
あ
っ
た
⑪
O

地
下
家
だ
か

ら
そ
れ
程
身
分
の
高
い
も
の
で
は
な
い
。
初
代
則
弘
か
ら
一
三

O
代
能
弘
ま
で
の
系
図



真継鋳物師の分布と残存形態

料
と
対
比
し
な
が
ら
こ
の
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。

真継家台帳の新しい方の「能登中居の条J

(諸国鋳物師名寄記)

写真2

が
あ
る
、
が
、
定
弘
と
い
う
人
ば
見
当
ら
な

L 、。

一
二
代
安
弘
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
安

弘
は
後
花
園
天
皇
の
頃
の
人
で
応
永
年
代
に

は
近
い
の
で
あ
る
o

こ
の
真
継
家
の
文
書
ぽ
現
在
名
古
屋
大
学

文
学
部
の
所
属
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に

真
継
鋳
物
師
の
登
録
台
帳
と
思
わ
れ
る
も
の

が
少
く
と
も
二
冊
は
あ
っ
た
o

写
真
に
は
能

登
中
居
の
と
こ
ろ
を
新
旧
合
せ
て
対
比
し
て

お
い
た
。
私
は
こ
の
う
ち
新
し
い
方
の
文
政

二
年
改
、
諸
国
鋳
物
師
名
前
帳
と
あ
る
も

の
を
基
礎
資
料
と
し
、
地
方
の
鋳
物
師
の
資

こ
れ
は
明
ら
か
に
諸
国
鋳
物
師
名
寄
記
(
文
政
一
一
年
か
ら
嘉
永
五
年
ま
で
)

真
継
鋳
物
師
の
名
簿
は
現
在
、
真
継
の
台
帳
と
思
わ
れ
る
も
の
が
前
記
の
二
冊
の
他
国
立
博
物
館
蔵
の
由
緒
鋳
物
師
人
名
録
が
あ
る
。

の
次
に
位
す
る
も
の
で
、
嘉
永
五
年
か
ら
明
治
二

O
年
頃

ま
で
の
注
記
が
あ
る
。
し
か
し
現
実
の
差
配
は
明
治
初
年
ま
で
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
名
古
屋
大
学
の
古
い
方
は
、
文
化
の
年
代
が
記
さ
れ

97 

て
お
り
あ
る
い
は
諸
国
名
前
帳
の
直
前
の
台
帳
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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」田旦回∞畑

」
の
三
冊
の
他
に
写
本
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
も
の
に
は
川
口
教
育

委
員
会
蔵
(
文
久
三
年
)
、

茨
城
県
真
壁
町
小
田
部
助
左
衛
門
家
蔵

(
天
文
一
八
歳
改
分
)
、
川
口
市
小
川
家
所
蔵
(
嘉
永
七
年
写
天
文
一

八
年
)
こ
れ
ら
は
同
じ
時
期
の
写
本
と
思
わ
れ
る
o

大
阪
府
美
原
町
、

光
田
源
太
郎
家
蔵
年
代
不
詳
(
寛
政
以
後
)
の
⑫
三
種
四
冊
が
あ
り
、

図

ま
だ
充
分
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
写
真
撮
影
が
み
と
め
ら

布

れ
、
地
区
毎
の
台
帳
が
完
備
さ
れ
れ
ば
、
鋳
物
地
域
の
研
究
は
一
段

分

と
進
展
す
る
で
あ
ろ
う
。

国

諸
国
鋳
物
師
名
寄
記
(
或
は
名
前
帳
)

に
つ
い
て
は
、
鋳
物
師
の

全

所
在
地
を
現
在
の
地
名
と
対
応
さ
せ
人
名
を
所
在
地
毎
に
整
理
し
て

第 1図

流
通
論
集
三
巻
の
一
⑬
に
発
表
し
て
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
鋳
物
師

の
分
布
図
を
作
製
し
第
一
図
@
を
え
た
。

本
稿
は
主
と
し
て
こ
の
分

布
図
に
基
づ
き
考
察
を
す
す
め
る
。

真
継
鋳
物
師
の
分
布

付

分
布
状
況

諸
国
鋳
物
師
名
前
帳
は
文
政
一
一
年
か
ら
嘉
永

五
年
ま
で
の
台
帳
で
あ
る
か
ら
、
分
布
図
は
嘉
、
水
五
年
(
一
八
五
二
)



の
全
国
的
状
況
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鋳
物
師
の
所
在
地
は
二

O
O、
人
員
は
四
九
三
人
で
あ
る
o

大
部
分
は
一
地
区
一
、
二

人
で
、
四
人
以
上
の
と
こ
ろ
は
、
二
五
地
区
に
す
ぎ
な
い
。
と
り
わ
け
大
き
な
集
団
地
は
、
高
岡
五
四
人
、
柏
崎
四
六
人
、
小
浜
二
五
人
、

佐
野
一
一
一
人
、
滋
賀
県
栗
東
町
辻
一
四
人
、
川
口
一
二
人
で
あ
る
。

つ
い
で
五
人
l
八
人
の
と
こ
ろ
が
、
茨
城
県
真
壁
町
、
滋
賀
県
八
日
市
町
、
綾
部
市
、
福
知
山
市
、
篠
山
市
、
宮
津
市
、
京
都
府
加
悦

町
、
兵
庫
県
出
石
町
、
姫
路
市
(
野
里
)
、
津
山
市
、
香
川
県
山
本
町
、

滋
賀
県
志
賀
町
、

富
山
市
の
一
四
地
区
、
四
人
と
い
う
の
が
敦

賀
市
、
富
山
県
戸
出
町
、
高
田
市
、
鳥
取
県
用
ケ
瀬
町
、

三
木
市
の
五
地
区
で
あ
る
o

一
一
一
人
の
地
区
は
奈
良
市
鍋
屋
町
、
奈
良
県
香
芝
村

(
五
位
堂
)
な
ど
一
八
ケ
所
あ
る
。

こ
の
中
で
北
陸
を
主
と
し
て
日
本
海
沿
岸
方
面
に
は
高
岡
、
柏
崎
、
小
浜
の
三
大
集
団
を
は
じ
め
と
し
て
綾
部
、
福
知
山
、
篠
山
、
宮

津
、
加
悦
、
出
石
、
敦
賀
、
高
田
、
用
ケ
瀬
の
一
二
地
区
が
あ
り
、
宮
下
史
明
や
香
取
秀
真
の
真
継
差
配
北
陸
起
源
説
を
首
肯
せ
し
め
る

真継鋳物師の分布と残存形態

も
の
が
あ
る
。
北
陸
筋
に
は
こ
の
よ
う
な
大
集
団
地
の
ほ
か
に
一

t
三
人
の
小
集
団
地
の
数
も
多
い
。
北
陸
に
つ
い
で
は
京
都
の
周
辺
で

あ
る
滋
賀
県
に
は
栗
東
町
・
八
日
市
・
志
賀
の
ほ
か
五
地
区
あ
り
、
京
都
府
で
は
亀
岡
市
に
三
地
区
に
分
れ
て
ト
六
人
あ
る
o

近
江
・
丹

波
・
但
馬
・
播
磨
も
多
く
、
和
泉
と
摂
津
で
一
六
地
区
を
数
え
て
い
る
。
京
都
自
体
で
は
二
地
区
二
人
し
か
な
い
が
、
周
辺
は
多
い
。
北

陸
と
京
都
周
辺
は
特
別
に
真
継
鋳
物
師
の
多
い
地
域
で
あ
る
。

今
人
数
に
か
か
わ
ら
ず
地
区
単
位
で
集
計
し
て
み
る
と
近
畿
が
六
五
、
北
陸
が
三
二
、
関
東
二
七
、
東
北
一
九
で
あ
る
が
、
東
北
は
山

形
県
五
、
福
島
県
一
三
、
秋
田
県
一
で
あ
る
。
そ
こ
で
山
形
県
と
秋
田
県
を
北
陸
(
日
本
海
沿
い
)
に
福
島
県
と
長
野
山
梨
両
県
を
関
東

周
辺
と
し
て
合
算
す
る
と
近
畿
六
五
、
関
東
周
辺
五
一
、
北
陸
三
二
と
な
り
三
大
集
団
地
で
あ
る
。
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し
か
し
こ
の
よ
う
な
数
で
軽
重
を
考
え
る
こ
と
は
諸
国
鋳
物
師
名
寄
記
の
表
現
上
の
問
題
を
考
え
合
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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付

表
現
上
の
問
題

第
1
図
を
み
る
と
明
ら
か
に
昔
か
ら
鋳
物
の
大
産
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
鋳
物
師
一

l
二
名
し
か
記
録
さ
れ
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
江
戸
に
は
全
く
な
く
、
大
阪
に
も
余
り
な
い
。
一
二
都
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
と
し
て
、
東
北
、
西
国
に
余
り

に
少
な
い
。
ま
た
小
浜
や
柏
崎
な
ど
、
今
日
特
に
鋳
物
産
地
と
思
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、
大
き
な
人
数
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
実
際
に
そ

れ
だ
け
の
鋳
物
師
が
所
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
疑
問
に
思
わ
れ
る
o

山
形
市
銅
町
は
新
羅
三
郎
義
光
に
従
っ
て
移
り
住
ん
だ
と
い
う
伝
統
を
も
っ
古
い
産
地
で
あ
る
が
、
名
前
帳
に
は
一
人
し
か
な
く
、
川

口
に
は
文
久
元
年
に
二
三
軒
⑮
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

か
ま
ん
ざ

が
あ
る
が
、
京
都
三
条
釜
座
に
は
和
田
吉
兵
衛
唯
一
人
を
記
載
し
て
あ
る
。

そ
の
一

O
年
前
の
名
前
帳
に
は
二
一
人
し
か
な
い
。
三
都
に
つ
い
て
は
問
題

銅
町
は
前
記
光
田
本
に
は
洞
町
(
銅
町
の
誤
記
で
あ
ろ
う
)
佐
藤
金
重
郎
以
下
一
四
人
を
記
し
て
あ
り
、
名
寄
記
は
佐
藤
金
十
郎
一
人

を
の
せ
て
あ
る
。
銅
町
の
歴
史
に
つ
い
て
は
よ
く
分
ら
な
い
が
、
長
期
間
多
数
の
鋳
物
師
が
同
時
に
作
業
を
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実

で
あ
る
か
ら
、
或
時
期
に
は
銅
町
所
在
の
大
部
分
が
記
録
さ
れ
、
或
時
期
に
は
そ
の
代
表
者
だ
け
が
真
継
家
と
連
絡
を
し
た
も
の
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。

京
都
の
鋳
物
師
に
つ
い
て
は
香
取
秀
真
が
二
ニ
二
人
の
鋳
工
に
つ
い
て
の
記
録
⑩
と
な
お
若
干
の
補
遺
を
つ
け
て
お
り
、

三
条
釜
座
の

他
に
も
い
く
つ
か
の
鋳
物
師
が
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
三
条
釜
座
の
人
数
は
一
説
に
よ
れ
ば
座
衆
八
八
人
と
い

ぃ
、
釜
師
七
二
人
と
い
う
か
ら
か
な
り
の
数
で
あ
っ
た
ら
し
い
、
和
田
吉
兵
衛
は
座
中
名
を
得
し
者
で
あ
っ
た
が
⑫
、

名
越
家
や
西
村
家

の
よ
う
な
勢
力
を
も
っ
て
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
o

三
条
釜
座
の
鋳
物
師
に
つ
い
て
は
光
田
本
の
そ
の
箇
所
に
、
三
条
釜
座
名
越
駿
右
衛
門
、
和
田
吉
兵
衛
以
下
一
一
二
名
の
名
を
列
挙
し
て

あ
り
、
そ
の
後
に
釜
座
鋳
物
師
は
南
都
大
仏
建
立
に
付
百
済
国
か
ら
渡
っ
た
子
孫
で
、
河
内
国
日
置
荘
内
鋳
物
師
と
は
別
の
系
統
の
も
の



だ
が
正
徳
五
年
(
一
七
一
五
)
ま
で
は
真
継
家
に
相
勤
め
た
。
し
か
し
そ
の
後
真
継
家
支
配
に
あ
ら
ず
と
い
う
と
書
い
て
あ
る
。
由
緒
鋳
物

師
人
名
録
に
も
同
じ
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
綾
小
路
室
町
名
越
弥
兵
衛
門
と
あ
り
、
次
に
三
条
釜
座
、
和
田
吉
兵
衛
と
あ
り
、

他
に
七
人
小
さ
く
記
し
て
あ
る
か
ら
、
特
別
の
あ
っ
か
い
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
有
様
で
真
継
家
の
権
威
と
い
う
も
の
は
、
あ
ま
り
確
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
京
都
の
釜
座
か
ら
は
無
視
さ
れ
て

い
た
ら
し
い
。
和
国
吉
兵
衛
は
真
継
家
差
配
の
播
州
宍
栗
郡
金
尾
村
(
現
山
崎
町
)

の
長
谷
川
孫
兵
衛
と
出
入
を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
後
釜
座
の
中
か
ら
一
人
だ
け
真
継
家
の
台
帳
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
和
田
吉
兵
衛
に
つ
い
て
は
名
前
帳
で
は
弘
化
四
年
に

継
目
を
し
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。

ま
た
静
岡
県
森
町
の
山
田
七
郎
左
衛
門
家
に
つ
い
て
み
る
と
、
名
前
帳
に
は
山
田
一
人
で
あ
る
が
、
地
方
文
書
に
は
天
正
二
ハ
年
森
大

郷
、
鋳
物
師
屋
敷
三
人
大
工
居
と
あ
る
。
大
工
と
は
鋳
物
師
の
こ
と
で
あ
る
。
山
田
は
家
康
の
駿
遠
両
国
鋳
物
師
総
大
工
職
の
朱
印
状
を

真継鋳物師の分布と残存形態

も
っ
て
い
た
か
ら
、
両
国
の
鋳
物
師
も
こ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
光
田
本
に
は
山
田
家
の
他
田
中
姓
の
鋳
物
師
が
遠
江
に
二
人
、
騒
河
に
一
人
を
記
載
し
て
お
り
、
東
海
鋳
物
史
稿
は
⑬
、

山

田
と
田
中
の
間
に
争
証
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
o

た
だ
し
三
人
の
田
中
は
近
江
辻
村
(
栗
東
町
)

か
ら
の
出
職
で
あ
っ
た
の
で
山

国
家
は
、
真
継
家
を
使
わ
ず
に
、
家
康
の
朱
印
状
を
証
拠
に
し
て
争
っ
て
い
る
。

い
づ
れ
に
し
て
も
駿
遠
二
国
で
一
人
三
人
の
鋳
物
師
で

た
り
る
わ
け
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
も
山
田
一
人
が
代
表
で
、
他
に
何
人
か
の
鋳
物
師
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
山
形
・
京
都
・
森
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
あ
っ
て
、
名
前
帳
に
は
一
人
で
も
実
際
に
は
沢
山
の
鋳
物
師
が
あ
り
、
ま
た
あ
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る
グ
ル
ー
プ
の
中
の
若
干
だ
け
が
登
録
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
川
口
の
よ
う
な
例
も
あ
っ
た
。

ま
た
逆
に
高
岡
な
ど
は
五
四
人
も
あ
り
、

五
四
人
が
全
部
鋳
物
師
の
頭
梁
と
し
て
五

1
二
O
人
の
部
下
を
ひ
き
い
て
毎
日
作
業
を
し
た
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と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
高
岡
の
鋳
物
師
の
数
は
文
政
一
一
年
に
高
岡
築
城
に
際
し
て
前
田
利
長
に
呼
ば
れ
て
西
部
金
屋
か
ら
移
住
し
た
七

人
衆
の
他
に
当
職
三
一
人
、
休
職
一

O
余
人
⑬
と
あ
り
、

実
動
は
三
八
人
で
あ
る
o

色
々
な
資
料
か
ら
、
争
証
な
ど
に
際
し
て
職
人
の
一

部
ま
で
、
名
前
を
書
き
出
し
た
例
は
あ
る
が
、
大
体
四

O
人
位
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
文
政
一

O
年
に
は
金
屋
町
の
戸
数
二

O
O

余
戸
、

工
場
(
吹
屋
の
こ
と
か
)

一
二
と
も
い
う
o

や
は
り
五
四
人
は
多
す
、
ぎ
る
よ
う
で
実
際
に
鋳
物
師
の
仕
事
を
し
て
い
な
い
者
も
登

録
、
だ
け
は
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
o

ま
た
若
狭
国
小
浜
は
名
前
帳
で
は
実
に
二
五
人
を
数
え
て
お
り
、
由
緒
鋳
物
師
人
名
録
も
ほ
ぼ
同
数
あ
る
o

と
こ
ろ
が
光
田
本
に
は
、

小
浜
・
国
松
某
、
ヲ
ニ
ウ
金
屋
村
惣
代
文
次
、
吉
郎
右
衛
門
と
だ
け
あ
る
。
国
松
某
は
、
近
江
辻
村
の
項
に
小
浜
に
出
職
と
あ
る
。
小
浜

金
屋
村
と
い
う
の
は
江
戸
時
代
か
ら
の
小
浜
市
街
地
と
は
は
な
れ
て
お
り
、
国
分
寺
や
文
化
財
の
多
い
一
隅
に
あ
る
。
国
松
は
小
浜
の
町

に
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
ヲ
ニ
ウ
金
屋
達
(
遠
敷
郡
の
金
屋
と
い
う
意
味
)
で
こ
の
二
五
人
の
中
に
国
松
姓
の
も
の
は
見
当
ら
な

L 、。
と
こ
ろ
が
こ
の
金
屋
村
(
現
小
浜
市
金
屋
)
と
い
う
と
こ
ろ
は
き
わ
め
て
狭
い
部
落
で
、
現
在
大
半
が
農
家
で
あ
る
。
現
在
は
鋳
物
の

業
は
た
え
て
い
る
が
、
昭
和
三

O
年
頃
ま
で
は
稼
動
し
て
い
た
。
し
か
し
作
業
自
体
は
こ
の
二
五
人
の
子
孫
が
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
周
辺
の
農
村
か
ら
の
通
勤
職
人
に
よ
っ
て
製
品
を
つ
く
ら
せ
、
こ
れ
を
持
っ
て
行
商
を
し
た
の
で
あ
る
o

以
前
に
は
自
ら
作
業
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
色
々
聞
込
み
を
し
て
み
た
が
、
そ
う
ら
し
い
返
事
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
作

業
場
は
一
ケ
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
部
落
に
は
沢
山
真
継
関
係
の
文
書
は
保
存
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
、
私
も
数
種
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
遠
敷
金
屋
村
で
は
商
売
の
た
め
に
真
継
鋳
物
師
の
許
状
を
所
持
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

二
O
O地
区
の
中
に
は
、
銅
町
や
遠
敷
金
屋
の
よ
う
な
例
も
他
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
o

そ
れ
故
、
名
前
帳
の
人
数
を



数
字
的
に
云
々
す
る
の
は
危
険
な
こ
と
で
、

た
だ
二

O
O地
区
は
、
恐
ら
く
鋳
物
師
が
所
在
し
た
場
所
で
あ
る
と
認
識
し
て
、
実
証
調
査

に
よ
っ
て
、
確
証
を
得
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

伺

ご
く
大
ま
か
に
み
て
江
戸
名
古
屋
に
は
全
く
な
く
東
北
地
方
の
北
部
と
九
州
、

四
国
の
大
部
分
に
は
殆
ど
真
継
鋳
物

欠
如
地
域

師
は
み
ら
れ
ず
、
中
園
地
方
も
西
部
の
方
は
少
な
い
。
ま
た
中
世
以
来
知
ら
れ
た
筑
前
芦
屋
や
大
和
下
回
、
そ
れ
に
真
継
鋳
物
師
発
生
の

地
で
あ
る
河
内
国
丹
南
に
も
全
く
な
い
。
江
戸
の
日
用
品
鋳
物
(
鍋
・
釜
)

に
つ
い
て
は
、
川
口
か
ら
多
量
に
供
給
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

し
、
そ
の
前
に
は
高
価
な
鍋
釜
よ
り
土
鍋
の
使
用
が
多
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
が
、
全
く
鋳
物
師
が
い
な
か
っ
た
わ
け
は
な
い
。
む
し
ろ

相
当
数
の
鋳
物
師
が
居
住
し
て
い
た
筈
で
、
神
田
明
神
に
は
天
明
二
年
(
一
七
八
二
)
に
八

O
人
の
江
戸
鋳
物
師
が
、
共
同
で
寄
進
し
た
手

水
鉢
が
関
東
大
震
災
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
o
ま
た
武
鑑
を
入
念
に
調
べ
る
と
一
ニ

0
1八
O
人
の
江
戸
鋳
物
師
の
名
前
が
記
さ
れ
て
あ
る
と

も
い
う
o
ま
た
神
田
鍛
治
町
に
は
鋳
物
師
が
居
住
し
、
作
業
を
行
っ
て
い
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
@
o

香
取
秀
真
は
、
燈
寵
・
地
蔵

真継鋳物師の分布と残存形態

大
仏
・
擬
宝
珠
・
手
水
鉢
な
ど
の
作
品
に
刻
込
ま
れ
た
銘
を
手
掛
り
に
、
多
く
の
江
戸
在
住
の
鋳
物
師
を
検
証
し
て
い
る
⑫
O

し
か
し
こ
れ
ら
は
美
術
品
の
生
産
者
で
あ
り
、

日
用
品
鋳
物
に
つ
い
て
は
江
戸
深
川
に
田
中
釜
六
、
太
田
釜
七
の
両
家
が
あ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
o
こ
の
両
家
の
名
は
光
田
本
に
は
記
さ
れ
て
あ
り
、
近
江
辻
村
か
ら
の
出
職
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
江
東
区
史
そ

の
他
も
@
、

寛
永
一
七
年
(
一
六
四
O
)
に
近
江
か
ら
江
戸
に
出
府
し
て
は
じ
め
芝
の
海
岸
で
鋳
物
を
つ
く
り
増
上
寺
の
境
内
の
拡
張
の
た

め
深
川
に
移
っ
た
と
い
う
。
そ
の
跡
は
今
日
釜
屋
堀
公
園
に
な
っ
て
い
る
。
は
じ
め
は
真
継
家
と
連
絡
の
あ
っ
た
両
家
も
、

い
つ
か
関
係

が
疎
遠
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
太
田
家
は
震
災
ま
で
、

田
中
家
は
大
空
襲
で
焼
か
れ
る
ま
で
そ
の
業
を
つ
づ
け
て
い
た
と
い
う
。
こ
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の
両
家
は
名
家
と
し
て
き
こ
え
、
生
産
量
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
江
戸
中
の
日
用
品
鋳
物
が
、
こ
こ
二
軒
だ
け
で
充
足
し
た
と
は
思

え
な
い
。
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通
常
江
戸
鋳
物
師
の
起
源
は
家
康
築
城
の
時
に
、
佐
野
か
ら
六
人
の
鋳
物
師
を
召
出
し
た
と
い
い
、
京
都
の
名
越
・
大
西
・
掘
な
ど
の

名
工
も
江
戸
に
居
住
し
た
と
い
う
o

東
京
に
残
る
名
品
の
中
に
京
都
の
鋳
物
師
の
在
銘
の
も
の
が
多
い
こ
と
は
呑
取
秀
真
の
指
摘
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
近
江
・
佐
野
・
京
都
を
は
じ
め
そ
の
他
の
産
地
か
ら
も
相
当
多
く
の
鋳
物
師
が
出
職
を
し
て
居
住
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
真
継
と
な
ぜ
関
係
を
持
た
な
か
っ
た
か
。
ま
た
持
っ
て
い
て
も
疎
遠
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

安
永
四
年
(
一
七
七
五
)
に
真
継
家
が
幕
府
に
「
真
継
家
は
先
祖
か
ら
諸
国
鋳
物
師
之
支
配
を
仕
っ
て
い
る
か
ら
諸
国
鋳
物
師
を
し
て
座

法
の
通
り
相
続
し
度
に
上
京
し
、
継
目
之
許
状
を
請
い
、
そ
の
統
制
に
服
す
べ
き
で
あ
る
」
と
申
立
て
た
@
o

と
こ
ろ
が
こ
れ
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
幕
府
御
賄
方
、
御
細
工
所
御
用
相
勤
候
椎
名
土
佐
、
木
村
将
監
を
は
じ
め
、
京
都
三
条
釜
座
之
者
共
、
井
山
城
国
中
、
遠
州

森
町
七
郎
左
衛
門
、
奥
州
会
津
城
下
和
左
衛
門
、
摂
州
弐
拾
六
株
の
鋳
物
師
ら
に
問
合
せ
た
が
、
長
年
に
わ
た
り
そ
の
事
実
が
な
い
こ
と

が
分
っ
た
か
ら
御
沙
汰
に
お
よ
び
難
し
と
翌
安
永
五
年
に
判
決
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
天
領
に
関
す
る
か
ぎ
り
は
公
然
と
真
継
の
支
配
を

う
け
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
o

摂
州
に
も
弐
拾
六
人
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

諸
国
鋳
物
師
が
真
継
家
に
登
録
す
る
と
代
替
り
毎
に
旧
書
を
写
出
し
て
書
替
料
を
差
出
す
ほ
か
、
年
始
、
八
朔
毎
に
銀
一
枚
づ
っ
の
上

納
、
御
即
位
毎
に
先
例
に
任
じ
燈
龍
の
献
上
な
ど
の
義
務
を
負
う
が
、
と
禁
裡
御
用
鋳
物
師
の
信
用
を
得
る
こ
と

一
国
一
郡
の
独
占
権
、

が
で
き
る
。

一
国
一
郡
の
独
占
権
は
幕
府
、
各
藩
が
み
と
め
な
け
れ
ば
意
味
は
な
い
が
、
高
岡
な
ど
で
は
安
、
氷
五
年
の
決
定
以
後
で
も
真

継
に
間
合
わ
せ
て
藩
が
真
継
以
外
の
も
の
が
タ
タ
ラ
を
吹
く
こ
と
を
停
止
さ
せ
て
い
る
@
o

し
か
し
そ
の
よ
う
な
理
由
の
勝
訴
は
或
は
例

外
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
名
古
屋
大
学
所
蔵
の
真
継
家
文
書
が
整
理
さ
れ
れ
ば
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

く
そ
れ
故
真
継
家
差
配
下
の
鋳
物
師
か
ら
う
け
る
利
益
ば
、
家
柄
の
正
し
さ
を
誇
り
、
禁
裡
御
用
の
名
声
に
よ
る
信
用
の
増
加
し
か
な

つ
ま
り
は
宣
伝
の
具
に
供
す
る
以
外
に
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
公
儀
お
膝
元
で
あ
る
江
戸
で
は
禁
裡
御
用
の
看
板
は
必
要
で
な
く
、



太
田
・
田
中
氏
も
真
継
か
ら
離
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
甲
府
・
駿
府
に
は
全
く
な
く
、
奈
良
や
大
阪
に
若
干
あ
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
と
こ
ろ

で
は
少
し
は
禁
裡
御
用
の
価
値
が
あ
っ
た
為
で
あ
ろ
う
o

河
内
国
丹
南
郡
日
置
荘
、
鋳
物
師
発
生
の
地
で
あ
る
筈
の
日
置
荘
に
真
継
鋳
物
師
が
全
く
な
く
、
今
日
こ
の
地
に
は
鋳
物
師
は
見
当
ら

な
い
。
日
置
荘
の
荘
域
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
大
阪
府
堺
市
に
日
置
荘
と
い
う
字
が
あ
り
、
金
岡
神
社
が
あ
っ
て
昔
時
銅
造
の
痕
跡
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
隣
町
の
南
河
内
郡
美
原
町
字
大
保
の
鍋
宮
大
明
神
が
あ
っ
て
荘
民
の
中
心
で
あ
っ
た
と
い
う
o

前
記
光
田
氏
は
こ
の
大
保

の
人
で
あ
り
美
原
町
大
保
部
落
で
は
最
近
廃
絶
し
て
い
た
鍋
宮
大
明
神
の
旧
跡
を
記
念
す
る
碑
を
た
て
た
o

荘
園
と
し
て
の
日
置
荘
は
荘
園
志
料
に
も
な
く
、
吉
田
東
伍
の
地
名
辞
書
に
も
な
い
の
で
本
所
も
領
家
も
わ
か
ら
ず
、
宣
(
継
家
と
日
置

や
し
ろ

荘
を
つ
な
ぐ
史
料
は
何
も
な
い
。
鍋
宮
大
明
神
も
近
在
で
は
あ
る
が
二
回
程
位
置
を
か
え
た
ら
し
く
、
社
自
体
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
真

継
家
は
同
社
の
神
宮
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
大
阪
府
名
勝
天
然
記
念
物
第
一
冊
四
九
七
@
頁
に
、

「
同
大
明
神
に
関
す
る
記
録
古
文
書
は
、

真継鋳物師の分布と残存形態

曾
て
同
社
の
神
主
た
り
し
真
継
家
に
今
も
存
す
る
由
な
る
が
、
そ
の
写
は
大
保
に
現
存
せ
り
」
と
あ
る
。
徳
川
後
期
に
真
継
家
自
体
が
白

ら
を
権
威
づ
け
る
た
め
に
行
っ
た
工
作
で
は
あ
る
ま
い
か
。
河
内
国
丹
南
郡
の
鋳
物
師
の
所
在
地
は
い
ず
れ
に
し
て
も
伝
説
に
属
す
る
こ

と
だ
か
ら
、
名
寄
記
に
そ
れ
が
で
て
こ
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
o

名
古
屋
、
名
古
屋
の
鋳
物
師
と
し
て
著
名
な
も
の
は
水
野
太
郎
左
衛
門
家
で
あ
り
、
永
様
五
年
(
一
五
六
二
)
信
長
か
ら
鋳
物
師
職
並
一
一

門
次
の
諸
賃
御
段
所
等
御
名
除
之
御
里
山
印
を
得
て
い
る
⑩
O

春
日
井
郡
上
野
村
か
ら
、
清
須
へ
、
清
須
か
ら
名
古
屋
に
移
転
し
、
そ
の
都

度
「
其
節
所
々
罷
在
候
鋳
物
職
之
者
共
、
召
連
引
越
申
候
」
と
あ
る
か
ら
相
当
数
の
配
下
鋳
物
師
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
同
家
は
そ
の
後
慶
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長
三
年
三
五
九
八
)
福
島
正
則
な
ど
、
代
々
の
領
主
か
ら
黒
印
状
を
得
て
い
る
o

そ
れ
故
鋳
物
師
は
真
継
家
に
属
す
る
よ
り
も
水
野
家
に

従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
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東
北
・
九
州
・
四
国
な
ど
、
国
土
の
縁
辺
部
分
に
は
比
較
的
分
布
が
少
な
い
。
こ
の
種
の
欠
如
地
域
は
現
在
の
工
業
低
開
発
地
域
と
略

一
致
し
て
い
る
の
は
偶
然
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

真
継
文
書
の
内
容
は
く
わ
し
く
分
析
は
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
名
古
屋
大
学
禰
永
教
授
に
よ
れ
ば
、
真
継
家
は
大
内
氏
と
近
縁
関

係
に
あ
っ
た
ら
し
い
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
周
防
、
長
門
二
国
に
は
、
小
郡
一
ケ
所
し
か
な
く
、
出
雲
や
因
幡
に
は
少
し
あ
る
が
、
鉄
産
地

の
近
く
な
の
に
真
継
鋳
物
師
は
少
な
い
。
ま
た
東
北
で
は
南
部
鉄
の
供
給
固
と
思
は
れ
る
と
こ
ろ
に
全
く
真
継
鋳
物
師
が
み
ら
れ
な
い
。

或
は
こ
れ
ら
は
別
の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
全
体
的
に
み
る
と
戦
国
時
代
の
支
配
領
域
の
隆
替
が
こ
の
分
布
に
何
等
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
た
し
か
に
辺
境
の
大
大
名
、

つ
ま
り
伊
達
・
佐
竹
・
山
内
・
島
津
・
鍋
島
・
松
浦
の
雄
藩
に
は
真
継
家
の
支
配
は
及
ん
で
は
い
な

ぃ
。
加
賀
百
万
石
の
高
岡
は
例
外
で
あ
る
し
、

ま
た
辺
境
地
域
で
は
な
い
。

し
か
し
欠
如
地
域
の
中
に
鋳
物
師
が
全
く
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
或
は
こ
れ
ら
の
辺
境
地
域
に
あ
っ
て
は
経
済
段
階
が
低
か

っ
た
た
め
、
こ
の
地
域
の
鋳
物
は
柳
田
国
男
@
の
い
う
「
歩
き
筋
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

鋳
物
地
域
を
み
る
と
近
世
全
般
に
か
け

て
大
体
名
前
帳
の
地
区
な
ど
は
固
定
し
て
い
た
ら
し
く
、
強
制
的
に
移
動
さ
せ
ら
れ
て
も
、
風
上
を
き
ら
っ
て
城
下
町
の
風
下
に
移
さ
れ

る
よ
う
な
ケ

l
ス
で
、
柳
田
国
男
が
考
え
た
よ
う
な
、

ジ
プ
シ
ー
的
な
流
浪
の
民
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
柳
田
国
男
に
と
っ
て
こ
の
鋳
物
師
ジ
プ
シ
ー
説
は
、
そ
の
民
俗
学
の
出
発
点
と
も
い
う
べ
き
重
要
な
発
想
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ

た
こ
と
は
戦
後
出
版
の
「
炭
焼
日
記
」
@
の
序
文
に
も
み
え
て
い
る
o

し
か
し
そ
の
中
で
、
炭
焼
小
太
郎
の
伝
説
、
真
野
長
者
の
伝
説
が

周
辺
地
域
に
多
い
と
記
し
て
あ
る
o

大
ま
か
な
真
継
鋳
物
師
の
分
布
範
囲
で
は
鋳
物
師
は
固
定
化
し
て
お
り
、
周
辺
部
分
で
は
「
歩
き

筋
」
で
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
組
ん
で
移
動
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
柳
田
は
江
戸
の
鋳
物
師
も
歩
き
筋
で
あ
っ
た
よ
う
に
理
解
し
て
い



る
か
、
江
戸
の
鋳
物
師
は
出
職
で
あ
っ
て
も
、
流
浪
の
民
で
は
な
い
。
し
か
し
新
開
地
だ
か
ら
必
ず
H
U

遠
か
ら
お
い
で
に
お
い
も
や
さ

ん
@
グ

で
あ
る
o

こ
う
考
え
る
と
江
戸
の
手
ま
り
唄
の
意
味
も
わ
か
り
出
職
者
の
定
住
と
も
矛
盾
は
し
な
い
。

四

近
江
辻
村
の
鋳
物
師

真
継
鋳
物
師
二

O
Oケ
所
の
中
で
異
色
で
あ
る
の
は
近
江
辻
村
(
栗
東
町
)

で
普
通
に
記
し
て
あ
る
の
は
太
田
角
兵
衛
、
同
庄
兵
衛
な

ど
五
名
で
あ
る
が
、
そ
の
次
に
右
之
外
出
職
者
と
し
て
、
三
州
平
坂
岡
崎
・
大
洗
(
碧
南
市
)
美
濃
笠
松
・
新
潟
・
丹
後
回
辺
・
金
沢
の

七
ケ
所
九
人
を
記
録
し
て
い
る
o

こ
れ
は
光
田
本
に
よ
る
と
更
に
く
わ
し
く
沢
山
出
職
者
が
あ
る
。
上
記
の
他
松
本
・
八
幡
(
児
玉
金
屋

だ
ろ
う
)
大
垣
・
美
濃
長
浜
・
長
岡
・
出
羽
坂
田
・
伊
勢
桑
名
・
同
川
崎
・
江
戸
深
川
(
前
記
・
田
中
・
太
田
)
・
中
山
(
三
重
県
河
芸
村

か
)
・
遠
州
見
付
・
駿
河
大
谷
・
若
狭
小
浜
・
城
之
崎
・
大
津
別
所
村
の
一
五
ケ
所
、
こ
れ
に
場
所
は
書
い
て
な
い
が
芥
田
五
郎
衛
門

真継鋳物師の分布と残存形態

が
あ
り
、
こ
れ
は
播
州
姫
路
(
野
里
)
で
あ
る
か
ら
、

一
六
ケ
所
で
、
合
計
二
三
ケ
所
二
八
人
で
あ
る
。
こ
の
他
一
四
人
休
職
但
三
六
人

組
之
内
な
り
と
あ
る
、
辻
村
三
六
人
組
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
他
に
出
職
や
転
住
の
知
ら
れ
る
も
の
は
、
佐
野
か
ら
上
田
に
か

わ
っ
た
小
島
家
や
福
知
山
か
ら
甲
斐
国
郡
内
新
田
村
に
き
た
安
達
家
な
ど
の
例
は
あ
る
が
割
合
に
少
な
い
。
辻
村
の
鋳
物
師
に
つ
い
て
の

研
究
は
次
の
機
会
に
ゆ
づ
り
た
い
。

五

鋳
物
師
屋
敷
の
復
原
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鋳
物
師
と
い
わ
れ
る
の
は
通
常
鋳
物
師
集
団
の
頭
梁
の
こ
と
で
あ
る
o

若
狭
遠
敷
金
屋
の
場
合
は
例
外
で
あ
る
。
実
際
の
作
業
は
頭
梁

の
他
に
炭
焚
・
栓
留
・
湯
入
掛
・
手
伝
な
ど
の
階
層
組
織
を
も
っ
鋳
物
労
働
者
と
、
最
底
五
人
位
の
タ
タ
ラ
踏
み
の
チ
l
ム
を
維
持
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
O
人

1
コ一

O
人
位
の
規
模
が
必
要
で
あ
る
o

し

か
し
純
技
術
労
働
者
(
職
人
)

は
最
小
単
位
な
ら
頭
梁
(
親
方
)
の
他

一一

t
一
一
一
名
あ
れ
ば
よ
く
、
湯
加
減
(
融
解
温
度
の
調
節
)
と
型
込
め
の

指
導
が
技
術
の
中
心
で
あ
る
o

タ
タ
ラ
踏
み
は
融
解
を
す
る
日
だ
け
必

児玉鋳物師屋敷図

コ
シ
キ
に
風
を
送
る
の
が
タ
タ
ラ
で
要
す
る
に
巨

要
な
の
だ
か
ら
、
数
軒
の
鋳
物
師
が
あ
る
時
は
共
用
し
て
も
よ
い
。
女

子
を
使
っ
た
と
い
う
例
も
あ
る
o

作
業
場
の
中
心
的
な
用
具
は
コ
シ
キ
(
熔
解
炉
・
第
2
図
に
熔
鉱
炉

と
あ
る
の
は
あ
や
ま
り
、
鋳
物
で
は
鉱
石
は
用
い
な
い
。
)
で
あ
り
、
こ

れ
の
あ
る
と
こ
ろ
が
吹
き
屋
で
あ
る
。
こ
れ
は
近
代
化
さ
れ
る
と
キ
ユ

ー
ポ
ラ
に
か
わ
る
。

第2図

大
な
フ
イ
ゴ
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
タ
タ
ラ
吹
き
は
砂
鉄
を
融
解
し
て
鉄

を
つ
く
る
作
業
集
団
の
こ
と
で
、

こ
の
場
合
は
三

O
人
位
で
踏
む
巨
大

な
タ
タ
ラ
を
使
用
す
る
c

鋳
掛
屋
や
鍛
治
屋
の
場
合
は
一
人
足
踏
み
の

小
型
の
タ
タ
ラ
に
な
る
。
こ
れ
は
後
に
送
風
機
に
か
わ
る
。

こ
の
他
に
作
業
場
と
し
て
は
型
込
め
の
場
所
が
必
要
で
、
こ
れ
は
製
品
に
よ
っ
て
場
所
が
き
ま
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
鍋
座
・



鍛
座
・
釜
座
な
ど
と
呼
ぶ
。
昔
は
木
型
を
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
場
の
中
に
棚
を
釣
り
下
げ
て
、
そ
こ
に
置
い
た
た
め
、
木
型
倉
庫
の
ス
ペ

l

ス
も
含
ん
で
い
る
わ
け
で
、
相
当
の
面
積
に
な
る
。
そ
し
て
融
解
し
た
湯
を
取
鍋
に
と
っ
て
こ
こ
に
運
び
湯
入
れ
を
す
る
o

そ
し
て
徐
冷

砂
お
と
し
、
整
形
し
て
倉
庫
に
入
れ
る
。

作
業
の
近
代
化
は
、

ま
ず
コ
シ
キ
か
ら
キ
ュ

l
ポ
ラ
へ
、

タ
タ
ラ
か
ら
送
風
機
へ
、
燃
料
が
松
炭
か
ら
コ
ー
ク
ス
へ
と
い
う
三
つ
の
変

化
が
指
標
に
な
る
。
送
風
機
は
明
治
末
年
か
ら
大
正
に
か
け
て
、

キ
ュ

l
ポ
ラ
が
一
般
化
す
る
の
は
昭
和
初
め
か
ら
戦
後
に
か
け
て
で
あ

る
o

ま
た
燃
料
を
松
山
灰
か
ら
コ
ー
ク
ス
に
切
り
か
え
る
の
も
送
風
機
の
使
用
の
少
し
前
に
な
る
。
型
込
め
は
日
本
の
技
術
で
は
焼
型
で
あ

っ
た
が
、
幕
末
・
明
治
期
か
ら
生
型
法
が
導
入
さ
れ
、
多
く
は
送
風
機
に
な
る
頃
、
生
型
を
併
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
送
風

機
使
用
の
一
般
化
す
る
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
と
い
う
の
は
、
鋳
物
産
地
消
長
に
は
一
つ
の
ピ

l
ク
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
そ
れ
以
前
で
は
炭
置
場
な
ど
の
面
積
も
大
き
く
、
全
体
で
は
ど
う
し
て
も
一
二

O
O坪
位
は
必
要
で
あ
っ
た
o

第
2
図
は
大

真継鋳物師の分布と残存形態

前
敏
保
君
が
武
蔵
国
児
玉
郡
八
幡
山
金
屋
村
、
倉
林
家
を
調
査
し
復
原
し
た
も
の
で
あ
る
o

こ
れ
も
約
三

O
O坪
程
で
母
屋
と
、
炭
置

場
、
荷
造
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
大
き
い
。
そ
し
て
鍋
座
・
釜
座
・
鍬
座
の
ほ
か
大
物
の
風
呂
釜
・
中
釜
・
大
釜
は
別
に
場
所
一
を
と
っ
て
あ

る
。
裏
一
に
は
金
山
様
(
石
凝
姥
命
)
を
ま
つ
り
、
庖
は
正
門
の
わ
き
に
あ
る
。
製
品
倉
庫
や
文
書
倉
の
他
に
、
砂
置
場
・
ネ
パ
置
場
(
粘

土
で
あ
ろ
う
)
も
見
え
る
o

従
業
員
も
沢
山
い
る
の
で
米
倉
、

み
そ
倉
が
あ
り
、
職
人
を
住
わ
せ
た
長
屋
の
数
も
多
く
一
六
軒
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
沢
山
の
長
屋
を
持
っ
て
い
る
の
は
異
例
で
、
上
級
の
職
人
を
の
ぞ
き
単
純
労
働
に
属
す
る
者
は
農
民
で
あ
っ
た
場
合
が
多

ぃ
、
倉
林
家
は
最
近
ま
で
鋳
物
業
を
い
と
な
ん
で
お
り
、
北
関
東
で
は
知
ら
れ
た
技
術
指
導
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
他
処
の
職
人
が
修
業
に
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く
る
場
所
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
o

割
に
小
さ
い
け
れ
ど
も
農
具
置
場
が
あ
り
、
同
家
が
農
地
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
o

鋳
物
師
は
屋
敷
も
大
き
く
、
土
地
山





林
を
所
有
し
て
い
た
例
は
多
い
が
地
主
だ
か
ら
鋳
物
師
を
は
じ
め
た
の
で
は
な
く
、
鋳
物
業
に
よ
っ
て
蓄
積
し
た
金
で
士
地
を
買
っ
た
の

で
あ
ろ
う
o

こ
の
よ
う
な
屋
敷
の
配
置
関
係
は
佐
野
で
も
真
壁
で
も
大
差
は
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
関
東
一
円
に
お
い
て
は
一
般
的
な
も
の
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
数
軒
の
鋳
物
師
が
あ
る
時
は
、
大
体
集
団
を
な
し
て
い
る
の
が
普
通
で
、
城
下
町
か
ら
一
寸
は
な
れ
た
主
な
季
節
風

の
風
下
(
東
南
)

に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

倉
林
家
で
も
製
品
(
整
品
は
あ
や
ま
り
で
あ
ろ
う
)
小
売
帳
場
を
も
う
け
て
い
る
が
、
最
近
ま
で
三
}
四
人
の
番
頭
が
消
費
地
へ
出
か

け
て
製
品
の
販
売
ま
た
原
料
の
購
入
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
頭
、
梁
自
身
が
販
売
の
た
め
に
奔
走
し
た
例
は
多
く
、
製
造
・
販
売
を
か
ね
て

い
る
の
が
原
型
で
、
高
岡
や
曲
一
一
旦
川
の
よ
う
に
、
問
屋
と
提
携
す
る
例
は
一
般
的
で
は
な
い
。

真継鋳物師の分布と残存形態

....... 
J、
関
東
地
方
周
辺
の
真
継
鋳
物
師

今
名
寄
記
に
よ
っ
て
関
東
地
方
と
福
島
県
(
陸
奥
全
部
)

の
く
わ
し
い
分
布
と
、
そ
の
残
存
を
示
し
た
図
が
第
3
図
で
あ
る
o

不
明
の

と
こ
ろ
も
数
ケ
所
あ
る
が
、

お
そ
ら
く
こ
れ
は
消
誠
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
児
玉
は
、
前
記
倉
林
家
で
あ
っ
て
一
九
六
八
年
、

廃
業
し
て
い
る
o

残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
高
崎
・
川
越
・
佐
野
・
川
口
・
真
壁
の
五
ケ
所
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
ほ
か
関
東
近
傍
で
は
上
田

-
塩
尻
(
松
本
か
ら
移
転
)
な
ど
に
残
存
鋳
物
師
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
大
部
分
が
す
で
に
廃
滅
し
て
い
る
。

ま
た
佐
野
に
つ
い
て
は
現
在
八
軒
の
鋳
造
工
場
が
あ
り
、
こ
れ
は
真
継
鋳
物
師
か
ら
出
た
者
で
あ
る
が
、

一
部
は
美
術
鋳
物
に
他
は
機

111 

械
工
業
の
下
請
部
門
に
な
っ
て
数
物
を
作
っ
て
い
る
が
、
労
働
構
成
は
老
令
化
し
、
精
度
が
悪
く
、
近
代
機
械
工
業
地
域
を
引
き
つ
け
る

だ
け
の
力
が
な
い
。
将
来
佐
野
に
機
械
鋳
物
工
場
が
で
き
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
別
の
系
統
の
、

お
そ
ら
く
東
京
か
ら
移
転
し
て
く
る
工
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場
で
あ
ろ
う
。

真
壁
は
戦
時
中
か
ら
機
械
鋳
物
に
か
わ
り
、
現
在
で
は
合
金
鋳
物
に
な
っ
て
大
物
の
専
門
工
場
と
し
て
特
色
を
持
っ
て
い
る
が
や
は
り

従
業
員
は
老
令
化
し
、
近
隣
地
域
が
工
業
地
域
で
な
い
し
、
本
来
鋳
物
工
業
が
機
械
工
業
を
引
き
つ
け
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
な
い
た

め
に
、
こ
の
鋳
物
工
場
が
推
進
力
に
な
っ
て
真
壁
が
機
械
工
業
地
域
化
す
る
よ
う
に
は
な
り
得
な
い
。

関
東
地
方
の
古
い
鋳
物
師
の
分
布
は
、
関
東
西
山
麓
に
多
い
。
そ
し
て
近
江
や
北
陸
と
ち
が
っ
て
、
大
集
団
地
は
少
な
く
、
単
独
か
、

小
集
団
地
が
多
い
。

佐
野
と
川
口
だ
け
が
大
集
団
で
そ
れ
も
今
で
は
真
継
鋳
物
師
自
体
は
大
部
分
廃
絶
し
て
い
る
。
し
か
し
名
寄
記
の
表
現
の
問
題
と
し

て
、
山
形
銅
町
の
よ
う
に
一
人
で
大
き
な
集
団
を
代
表
し
た
り
、

ま
た
は
遠
敷
金
屋
の
よ
う
に
、
作
業
は
一
軒
だ
け
で
人
数
は
二
五
人
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
o

川
口
は
こ
の
一
二
人
の
他
に
同
数
位
の
鋳
物
師
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
真
継
と
の
関

係
を
必
要
と
し
な
い
者
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
う
し
て
み
る
と
現
在
何
か
の
形
で
機
械
工
業
地
域
の
中
に
な
い
と
こ
ろ
は
、

ほ
と
ん
ど
全
部
絶
え
て
お
り
、
真
壁
と
佐
野
だ
け
が
残

っ
て
い
る
。
大
体
に
お
い
て
鋳
物
師
の
位
置
は
小
さ
く
と
も
城
下
町
か
陣
屋
の
あ
る
周
辺
で
、
全
く
の
農
村
地
帯
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う

な
小
地
方
中
心
都
市
で
一

l
一
二
で
あ
っ
た
場
合
は
大
方
幕
末
か
ら
明
治
初
頃
に
絶
え
て
い
る
。

こ
れ
は
一
国
一
郡
の
独
占
権
を
失
っ
た
と
い
う
こ
と
よ
り
、
川
口
な
ど
の
問
屋
制
生
産
品
が
流
入
し
て
き
た
た
め
、

一
軒
や
二
軒
で
自

家
生
産
し
頭
梁
や
番
頭
が
販
売
に
当
る
よ
う
な
小
生
産
で
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
い
で
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
送

風
機
、

コ
ー
ク
ス
と
い
う
技
術
革
新
の
波
に
の
れ
な
か
っ
た
も
の
が
脱
落
し
た
。
送
風
機
革
命
に
の
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
は
、

日
用

品
鋳
物
か
ら
機
械
工
業
の
下
部
構
造
に
変
っ
た
も
の
が
多
い
。
そ
う
ま
で
し
て
戦
後
ま
で
持
ち
こ
た
え
た
と
こ
ろ
も
昭
和
三
五
年
以
後
の



労
働
力
不
足
に
た
え
か
ね
て
廃
業
に
お
も
む
い
て
い
る
。
結
局
、
京
浜
工
業
地
帯
に
つ
づ
く
川
口
・
川
越
、
そ
れ
に
北
関
東
工
業
地
帯
の

高
崎
し
か
残
ら
ず
、
同
じ
北
関
東
で
も
佐
野
鋳
物
は
、
中
世
以
来
の
名
声
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
産
業
の
推
進
力
た
る
の
任
務
を
果
し

て
い
な
い
。

七

現
在
の
鋳
物
工
業
地
域
と
真
継
鋳
物
師
の
残
存
地
区
と
の
対
比

現
在
の
鋳
物
工
業
は
少
数
の
美
術
鋳
物
を
の
ぞ
く
と
、
主
と
し
て
機
械
工
業
の
下
請
部
門
を
形
成
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら
当
然
四
大
工

業
地
帯
に
多
い
。
日
本
鋳
物
工
業
会
の
名
簿
(
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
も
相
当
数
記
載
)

に
よ
っ
て
第
四
図
を
つ
く
っ
て
み
る
と
、
府
県
毎
に

埼
玉
四
八
一
、
愛
知
四

O
三
、
大
阪
二
三
二
寸
東
京
一
一
三
ニ
、
福
岡
(
北
九
州
)

二

庫
八

O
な
ど
で
あ
る
o

こ
れ
を
産
地
毎
で
ゆ
く
と
、
川
口
や
東
京
、
大
阪
は
別
格
と
し
て
、
北
か
ら
水
沢
七
八
、
山
形
五
六
、
西
尾
五
九
、

真継鋳物師の分布と残存形態

碧
南
五
六
、
桑
名
四
七
な
ど
が
多
い
。

こ
れ
ら
の
中
で
東
京
・
名
古
屋
・
水
沢
・
北
九
州
を
の
ぞ
く
と
大
部
分
の
鋳
物
工
業
地
域
は
、

か
つ
て
真
継
の
差
配
下
に
あ
っ
た
鋳
物

師
の
い
た
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
o

し
か
し
真
継
鋳
物
師
の
数
は
山
形
は
一
人
、

西
尾
(
平
坂
)

は
二
人
、
碧
南
は
一
人
と
い
う
有
様
で

川
口
と
並
ぶ
大
産
地
の
桑
名
で
も
二
人
に
す
、
ぎ
な
い
。
山
形
は
前
記
の
如
く
一
人
で
集
団
を
代
表
し
て
い
る
か
ら
問
題
な
い
が
、
西
尾
・

碧
南
・
桑
名
は
こ
の
通
り
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

い
づ
れ
も
真
継
鋳
物
師
自
体
は
廃
絶
し
て
い
る
。
し
か
し
各
地
と
も
、
こ
れ
ら
の
真
継

鋳
物
師
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
た
職
人
が
開
業
し
て
、

は
じ
め
日
用
品
の
鍋
釜
を
つ
く
り
そ
れ
が
中
京
の
機
械
工
業
と
結
合
し
て
今
日
の
大

113 

を
な
し
た
の
で
あ
る
。

真
継
鋳
物
師
が
全
く
な
か
っ
た
東
京
に
つ
い
て
み
よ
う
。
現
在
の
東
京
鋳
物
業
は
大
部
分
、
官
営
工
場
や
、
平
野
造
船
所
、
田
中
工
場
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な
ど
で
西
洋
式
の
生
型
の
技
術
を
身
に
つ
け
、
早
く
か
ら
コ
ー
ク
ス
を
使
用
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
め
工
場
か
ら
だ
ん
だ
ん
分
離
独
立
し
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、

一
見
在
来
技
術
と
の
関
連
は
な
い
よ
う
だ
が
、
実
は
横
須
賀
製
鉄
所
を
は
じ
め
こ
れ
ら
の
工
場
は
、
各
地
の
鋳
物
職

人
を
集
め
て
い
る
。
ま
た
明
治
中
期
に
分
離
独
立
し
た
者
も
、
佐
野
・
川
口
・
新
潟
な
ど
の
職
人
に
依
存
し
て
い
る
o

つ
ま
り
工
業
地
峡

と
し
て
は
継
続
し
な
か
っ
た
が
、
技
術
集
団
と
し
て
は
真
継
鋳
物
師
を
は
じ
め
、
前
代
の
鋳
物
師
集
団
が
、

日
本
に
近
代
機
械
工
業
を
お

」
す
た
め
に
相
当
役
立
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
伝
統
工
業
一
の
職
人
が
、
官
営
工
場
等
で
西
洋
式
の
技
術
を
身
に
つ
け
た
例
は
、
品
川
硝
子
工
場
で
、

び
い
ど
ろ
細
工
人
が

カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
等
を
つ
く
る
技
術
を
覚
え
た
例
も
あ
り
、
他
に
も
一
つ
ず
つ
し
ら
べ
れ
ば
例
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま

と

め

真継鋳物師の分布と残存形態

真
継
鋳
物
師
の
分
布
状
況
を
分
析
す
る
と
近
世
の
鋳
物
師
に
は

江
戸
京
都
な
ど
真
継
と
関
係
を
持

真
継
家
の
グ
ル
ー
プ

2 

1 

た
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ

真
継
鋳
物
師
の
配
下
と
い
う
べ
き
真
継
鋳
物
師
の
勢
力
下
に
あ
り
な
が
ら
登
録
さ
れ
て
い
な
い
者

4 

3 

国
土
周
辺
地
域
の
或
は
歩
き
筋
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
グ
ル
ー
プ
の
四
種
が
あ
る
。

今
1
以
外
の
所
在
は
よ
く
分
ら
な
い
が
、
宜
、
ノ
継
鋳
物
師
の
所
在
地
に
つ
い
て
、
今
の
段
階
で
は
砂
・
粘
土
、
原
料
の
鉄
な
ど
に
つ
い
て

立
地
上
の
特
異
性
を
検
証
す
る
段
階
ま
で
調
査
が
す
す
め
ら
れ
な
い
。
俗
説
に
鋳
物
師
の
立
地
が
砂
に
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
各

産
地
で
使
用
さ
れ
た
砂
を
比
較
対
照
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
焼
型
の
場
合
と
生
型
の
場
合
で
は
条
件
が
違
う
で
あ
ろ
う
o

使
用
し
た
粘
土

115 

に
よ
っ
て
も
砂
の
条
件
は
変
化
す
る
筈
で
、
私
は
砂
と
共
に
粘
土
の
所
在
と
性
質
も
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
o

使
用
さ
れ
た
鉄

の
流
通
系
統
も
時
代
に
よ
っ
て
具
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
鋳
物
業
を
大
き
く
制
約
し
た
筈
で
あ
る
。
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真
継
鋳
物
師
の
分
布
は
か
な
り
か
た
よ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
一
部
(
高
岡
・
川
口
・
豊
川
)

は
明
ら
か
に
問
屋
制
生
産
の
流
通
体

系
に
組
入
れ
ら
れ
て
特
産
品
産
地
と
な
り
、
後
に
機
械
工
業
地
域
の
下
部
構
造
に
再
編
成
さ
れ
た
。
し
か
し
大
部
分
の
地
区
は
現
在
鋳
物

産
地
と
し
て
は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
現
在
の
日
本
の
機
械
工
業
の
基
礎
と
し
て
の
鋳
物
工
業
は
、
真
継
鋳
物
師
ら
に
よ
っ
て
造
り
上
げ
ら
れ
た
伝
統
・
在
来
工
業
と

し
て
の
技
術
を
基
礎
に
、
西
洋
式
鋳
物
技
術
を
受
け
入
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
o

山
形
・
高
岡
な
ど
の
特
産
品
と
し
て
の
鋳
物
産
地

は
、
在
来
の
問
屋
制
の
生
産
流
通
体
系
を
基
礎
と
し
、
東
京
・
大
阪
な
ど
の
産
地
は
技
術
労
働
力
の
受
入
れ
と
い
う
形
で
前
代
の
遺
産
を

ひ
き
つ
い
で
、
そ
の
上
に
近
代
機
械
工
業
の
花
を
咲
か
せ
た
。

鍛
工

(
鍛
冶
職
)
や
プ
レ
ス

(
か
ざ
り
職
)

に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

日
本
工
業
全
体
と
し
て
も
織
物
は
じ
め
、

前
近
代
的
生
産
流
通
体
系
の
或
程
度
の
発
展
が
、

日
本
近
代
工
業
の
展
開
を
容
易
な
ら
し
め
る
条
件
で
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
後
進
諸
国
の
工
業
開
発
に
際
し
て
も
、
そ
の
国
固
有
の
流
通
経
済
体
系
が
真
継
鋳
物
師
の
場
合
に
お
け
る
程
度
に
近
代
工
業
の
基
礎

と
な
り
う
る
程
に
成
熟
し
て
い
な
け
れ
ば
、
資
本
や
技
術
者
を
投
入
し
て
も
、
期
待
し
た
程
の
順
調
な
発
展
ば
望
め
な
い
で
あ
ろ
う
o

i主

⑤④@@①  

竹
内
淳
彦
機
械
工
業
地
域
成
立
の
基
盤
歴
史
地
理
学
紀
要
一
二
(
一
九
七
O
)

板
倉
勝
高
中
居
鋳
物
と
高
岡
鋳
物
の
地
域
的
抗
争
信
州
大
学
教
育
学
部
研
究
論
集

豊
田
武
日
本
商
業
史
の
研
究
(
一
九
五
二
)

香
取
秀
真
日
本
鋳
工
史
(
一
九
三
四
)

飛
見
丈
繁
高
岡
鋳
物
史
話
(
一
九
五
四
)

一
六
号
(
一
九
六
五
)
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③⑦①  

柳
田
国
男
海
南
小
記
(
一
九
三
六
)

蔵
人
所
牒
の
全
文
は
、
@
①
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
文
体
か
ら
し
て
そ
れ
程
古
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
た
。

鋳
物
師
由
緒
も
⑤
①
に
あ
る
。
そ
の
趣
旨
は
、
近
衛
天
皇
の
御
悩
の
時
、
河
内
国
日
置
荘
鋳
物
師
の
製
し
た
燈
寵
の
火
が
消
え
ず
、
快
愈
さ
れ
た

功
に
よ
っ
て
蔵
人
所
供
御
人
総
官
鋳
物
師
と
定
め
ら
れ
、
河
内
国
天
命
の
筋
目
の
外
の
鋳
物
師
竪
く
停
止
せ
ら
れ
、
諸
国
往
来
、
居
住
を
免
じ
、

路
次
の
海
河
津
関
泊
岡
山
市
の
料
分
例
物
以
下
の
煩
さ
免
除
さ
れ
た
。
と
い
う
事
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
話
の
筋
が
⑤
と
@
で
は
少
し
違
い
⑥

の
方
で
は
、
そ
の
燈
箆
の
火
で
源
三
位
頼
政
が
ヌ
エ
を
退
治
し
た
の
だ
と
か
⑤
で
は
燈
箆
は
一
基
だ
が
①
で
は
一

O
八
基
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
時
面
傾
を
見
た
御
蔵
民
部
大
丞
紀
元
弘
昔
話
継
家
五
代
、
地
下
家
伝
に
始
而
鋳
物
師
共
公
用
之
鋳
物
執
責
と
あ
る
)
を
⑤
は
そ
の
頃
河
内

国
丹
南
郡
の
内
を
領
せ
り
、
と
あ
る
の
に
①
は
勅
使
と
し
て
河
内
国
に
下
向
し
た
と
あ
る
。
後
代
に
な
る
程
修
飾
が
多
く
な
っ
て
ゆ
く
の
は
わ
か

る
か
ら
⑤
よ
り
⑤
の
方
が
新
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
真
継
が
日
置
荘
の
領
家
で
あ
っ
た
よ
う
な
言
辞
は
、
何
か
さ
し
さ
わ
り
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

@⑬⑬⑪⑬⑬⑬⑬⑫@⑬①  

宮
下
申
入
明
日
信
濃
の
鋳
物
師
(
一
九
六
四
)

香
取
秀
宣
一
日
鋳
物
師
の
話
(
一
九
四
七
)

正
宗
敦
夫
編
・
『
日
本
古
典
全
集
』
の
内
一
地
下
家
伝
・
弐
」
(
一
九
三
一
七
)

田
中
隆
宰
編
υ

鋳
物
師
園
、
郡
別
名
簿
、
大
阪
府
南
河
内
郡
美
原
町
大
保
区
発
行
(
一
九
六
九
)

板
倉
勝
高
山
文
政
一
一
年
改
諸
国
鋳
物
師
名
寄
記
流
通
経
済
論
集
〈
己

ω
W
2
0・H
(

一
九
六
八
)

こ
の
図
を
は
じ
め
本
稿
の
図
は
大
前
敏
保
君
の
作
図
に
よ
る
。

中
津
川
章
二
日
川
口
の
鋳
物
日
本
産
業
史
大
系
関
東
地
方
篇
(
一
九
五
九
)

⑬
に
同
じ

⑬
に
同
じ

総
合
鋳
物
セ
ン
タ
ー
編
日
東
海
鋳
物
史
稿
(
一
九
六
七
)

③
に
同
じ

@
に
同
じ
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③@@⑫@  

⑬
に
同
じ

江
東
区
役
所
u

江
東
区
史
〈
一
九
五
七
)

徳
川
禁
令
考
四
五
衆
工
安
永
五
申
年
、
諸
国
鋳
物
職
之
事
。

⑤
に
同
じ

大
保
部
落
が
鍋
宮
大
明
神
旧
跡
記
念
碑
の
除
幕
式
に
際
し
て
配
布
し
た

μ
鋳
物
発
祥
の
地
と
鍋
宮
大
明
神
d

と
題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
こ
の
こ

と
、
が
載
録
さ
れ
て
い
る
。

⑬
に
同
じ

①
に
同
じ

柳
田
国
男
日
炭
焼
日
記
(
一
九
五
二

柳
田
は
こ
の
手
ま
り
歌
の
グ
お
い
も
や
さ
ん
d

を
芋
で
は
な
く
鋳
物
師
で
あ
る
と
考
え
た
。
芋
堀
小
太
郎
か
し
イ
モ
ジ
と
考
え
る
の
と
同
じ
で
あ

る
。
流
浪
の
民
で
な
く
て
も
、
出
職
な
ら
ば
よ
恐
か
ら
お
い
で
た
d

は
不
思
議
で
は
な
い
。

⑫⑧@@  




